
 

 

 

 

 
 

東京大学の学生が岩出市の地域課題解決に取り組みます！ 

 

 和歌山県では、東京大学との包括連携協定に基づき、「東京大学フィールドス

タディ型政策協働プログラム」に参加する学生(東大FS生)を受け入れており、こ

の度、受入の協力を得られた岩出市において、「図書館の潜在利用者層へのアプ

ローチについて」を活動テーマに、下記のとおり学生による現地活動を実施しま

す。 

 なお、今回の取り組みは、図書館に足を運んでいただくためのコンテンツづく

りの一環として実施するものです。 

 

記 

 

（１）現地活動内容 

日 時：令和７年８月２３日（土）１６時から１７時３０分まで 

場 所：岩出市立岩出図書館 大会議室（岩出市根来１４７２番地の１） 

内 容：「未来のトビラをひらく！キャリア★カフェ」で３人の東大 FS 生が

リアルな声をお届けします 

※詳細は別添チラシ参照  

 

（２）今後のスケジュール 

   令和７年１０月頃 現地活動（２回目） 

    令和８年３月頃 現地において最終報告会 

 

【参考】東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラム 

本プログラムは社会的課題に果敢にチャレンジするリーダー人材を育成することを

目的とし、自治体から提示された地域課題に対して、事前調査・現地活動・事後活

動を通じて１年かけて課題解決への道筋提案を行うものです。今年度、和歌山県で

は岩出市と那智勝浦町が参画しています。詳細については東京大学 HP をご参照く

ださい。 

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/special-activities/h002.html 

 

 

 

 

 

那賀振興局 資料提供 

【県政記者クラブ同時提供】 

令和７年８月12日 

担当 
和歌山県 岩出市 

地域振興課 林 岩出図書館 佐野 

電話 073-441-2930 0736-62-7222 



 

  東大ＦＳ生が語る！ 

受験のリアルと大学生活の魅力 
～未来を描くヒントがここにある！～ 

 

 

 

【東大ＦＳ生ってなに？】 

  岩出市では、令和７年度東京大学と連携し、学生が

現地活動などを行いながら地域の課題解決の道筋提

案を行う「東京大学フィールドスタディ型政策協働プロ

グラム（東大ＦＳ）」に応募し、学生３人と協働して図書館

の課題に１年間かけてアプローチします。その活動をし

ている学生のことを略して東大ＦＳ生と呼んでいます。 

   

３人の東大ＦＳ生が 

リアルな声をお届けします！ 

■登壇者 

□橋本 啓吾 さん 

（医学部医学科５年） 

□土田 崇生 さん 

（理学部地球惑星物理学科３年） 

□中島 陶冶 さん 

（教養学部（前期課程）文科一類２年） 

 

■イベント内容■ 

□東大合格へのロードマップとは？ 

□モチベーション保ち方＆上げ方 

□東大のキャンパスライフって、実際どう？ 

□事前質問にも答えます！ 

未来のトビラをひらく！キャリア★カフェ① 

■申込方法  

８月２日（土）申込受付開始 

※申込時に登壇者への質問を受け付けます。 

日時：令和７年８月２３日（土）  

      午後４時～午後５時３０分 

 

場所：岩出市立岩出図書館 大会議室 

    （岩出市根来 1472番地の 1） 

 

その他：定員８０名・事前申込要 

申込・問い合わせ先 

岩出市立岩出図書館（☎０７３６－６２－７２２２） 

 

  

              

抽選で東大オリジナル 

鉛筆５名にプレゼント！ 

学生のみなさんへ 

申込フォームはこちら ► 


